
本学のシンボルマーク

日 本 歯 科 大 学 新 聞2016年（平成28年） 1 1月３０日（１） 第６３９号

International
Exchange 広がる国際交流の輪

　
海
外
の
大
学
と
の
姉
妹
校

連
携
は
台
湾
の
中
山
医
学
大

学
か
ら
始
ま
っ
た
。
こ
れ
は

同
大
学
の
創
立
者
周
汝
川

先
生
（
故
人
）
が
本
学
第

二
十
九
回
卒
業
生
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
一
九
七
一
年
に
当

時
の
中
山
医
学
専
科
学
校
と

提
携
し
た
。
以
降
、
昨
年
、

オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
ダ
ヌ
ー

ベ
・
プ
リ
バ
ー
ド
大
学
と
締

結
し
て
、
姉
妹
校
は
十
六
カ

大
隅
客
員
教
授

が
ノ
ー
ベ
ル
賞

姉
妹
校 

学
生
た
ち
が
来
校

国
、
十
八
校
と
な
っ
た
。

　
本
学
の
国
際
交
流
活
動

は
、
学
術
上
の
意
見
交
換
や

共
同
研
究
に
よ
る
歯
科
医
学

の
発
展
と
他
国
の
歯
学
部
学

生
と
の
交
流
に
よ
っ
て
視
野

を
拡
大
す
る
こ
と
を
主
な
る

目
的
と
し
て
い
る
。

　
各
国
の
異
な
る
歴
史
、
独

自
の
文
化
、
環
境
の
も
と
で

は
、
人
間
の
発
想
も
異
な
っ

て
く
る
が
、
姉
妹
校
と
の
交

流
は
研
究
・
教
育
面
で
大
き

な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。

本
学
か
ら
は
多
数
の
教
員
が

姉
妹
校
に
滞
在
し
て
研
究
成

果
を
あ
げ
て
い
る
。

　
ま
た
本
学
が
受
け
入
れ
た

研
究
者
も
多
数
に
の
ぼ
り
、

滞
在
中
に
両
学
部
で
行
っ
た

共
同
研
究
に
よ
り
、
多
く
の

研
究
論
文
が
国
際
学
術
誌
に

掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　
本
年
も
タ
イ
の
マ
ヒ
ド
ン

大
学
か
ら
は
三
月
に
訪
問
学

生
が
、
七
～
八
月
に
は
短
期

留
学
生
が
来
学
し
た
。
ま
た

例
年
通
り
中
山
医
学
大
学
、

ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
コ
ロ
ン
ビ

ア
大
学
（
Ｕ
Ｂ
Ｃ
）
か
ら
は

交
換
学
生
が
訪
れ
、
イ
ギ
リ

ス
の
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
大
学

（
Ｕ
Ｍ
）
か
ら
は
初
め
て
二

名
の
学
生
が
来
訪
し
た
。

　
姉
妹
校
か
ら
の
訪
問
学
生
、

交
換
学
生
た
ち
は
、
東
京
と

新
潟
の
両
キ
ャ
ン
パ
ス
で
研

修
し
、
Ｕ
Ｂ
Ｃ
と
Ｕ
Ｍ
の
学

生
た
ち
は
新
潟
で
民
謡
流
し

や
花
火
大
会
を
楽
し
ん
だ
。

　
東
京
で
は
附
属
病
院
で
患

者
ロ
ボ
ッ
ト
・
シ
ム
ロ
イ
ド

で
の
臨
床
実
習
を
体
験
し
、

東
小
金
井
の
多
摩
ク
リ
ニ
ッ

ク
で
口
腔
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
の
実
際
を
見
学
。
ま

た
新
潟
で
中
山
医
学
大
学
の

学
生
た
ち
が
訪
問
歯
科
診
療

に
同
行
し
た
こ
と
は
、
地
元

紙
の
「
新
潟
日
報
」
に
も
大

き
く
取
り
上
げ
ら
れ
た
。

多
摩
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
研
修
す
る

U
B
C
学
生
（
後
列
）

　
本
学
で
は
明
年
二
〇
一
七

年
の
七
月
～
十
二
月
の
日
曜

日
に
、
歯
髄
細
胞
バ
ン
ク
認

定
医
講
習
会
（
第
二
期
）
を

開
催
す
る
。
昨
年
八
回
開
催

し
た
第
一
期
講
習
会
に
は
、

多
数
の
本
学
校
友
会
員
が
受

講
し
て
認
定
医
と
し
て
登
録

し
た
。

　
第
二
期
講
習
会
は
受
講
者

を
本
学
校
友
会
員
だ
け
で
な

く
、
他
大
学
卒
業
の
歯
科
医

師
も
対
象
と
し
て
、
生
命
歯

学
部
富
士
見
ホ
ー
ル
で
四
回

に
わ
た
り
開
催
す
る
予
定
。

（
日
程
は
次
号
に
掲
載
）

2
0
1
7
年
歯
髄
細
胞
バ
ン
ク
講
習
会

関本恒夫新潟生命歯学部長を囲んで
マンチェスター大学（前列左から２，３番目）、ブリティッ
シュコロンビア大学（UBC・右側）と本学の学生たち

　
本
学
名
誉
教
授
の
畑
好
昭

先
生
は
、
平
成
二
十
八
年
秋

の
叙
勲
で
瑞
宝
中
綬
章
を
受

章
さ
れ
た
。

　
畑
名
誉
教
授
は
昭
和

三
十
七
年
本
学
卒
業
（
第

五
十
一
回
卒
）。
同
年
十
一

月
歯
科
補
綴
学
教
室
助
手
、

講
師
、
助
教
授
を
経
て
、

五
十
一
年
教
授
に
就
任
。
新

潟
生
命
歯
学
部
の
創
設
期
か

ら
平
成
十
九
年
二
月
ま
で

三
十
余
年
に
わ
た
り
歯
科
補

綴
学
第
二
講
座
を
主
宰
し
た
。

畑
名
誉
教
授

叙
勲

　
東
京
工
業
大
学
の
栄
誉
教

授
で
、
本
学
客
員
教
授
の
大

隅
良
典
先
生
は
、
二
〇
一
六

年
度
ノ
ー
ベ
ル
医
学
生
理
学

賞
を
受
賞
し
た
。

　
生
命
歯
学
部
微
生
物
学
講

座
の
大
隅
客
員
教
授
は
、

オ
ー
ト
フ
ァ
ジ
ー
（
自
食
作

用
）
の
仕
組
み
の
発
見
に
よ

り
、
細
胞
自
身
が
そ
の
一
部

を
分
解
し
て
、
リ
サ
イ
ク
ル

や
新
陳
代
謝
し
て
い
く
根
源

的
な
生
命
現
象
の
謎
を
解
明

し
た
。

　
大
隅
先
生
は
平
成
二
十
五

年
本
学
生
命
歯
学
部
で
、

「
あ
の
大
隅
良
典
博
士
に

m
otive force 

を
も
ら
う
」

と
題
す
る
オ
ー
ト
フ
ァ
ジ
ー

の
講
演
を
行
っ
た
。

▲
新
潟
日
報
10
月
19
日
号

　（
朝
刊
24
面
）

　
新
潟
日
報
社
提
供



日 本 歯 科 大 学 新 聞 （ 2）第６３９号2016年（平成28年） 1 1月３０日

最先端の歯科医療をシミュレート最先端の歯科医療をシミュレート
附属病院で中・高校生が職場体験実習附属病院で中・高校生が職場体験実習京

東
京
東

お口を大きく開けてください

両学部での授業と大学紹介のDVDを見る 附属病院の玄関前で記念撮影

診療用の顕微鏡を覗いてみましたスキルラボ室で病院スタッフとともに

本の壁・図書館も見学しました

松
崎
助
教
（
附
属
病
院

小
児
歯
科

）
優
秀
論
文
賞

鹿児島県立甲南高等学校

広島県立呉宮原高等学校 東京都市大学附属中学校　
東
京
の
附
属
病
院
で
は
、

中
学
・
高
等
学
校
か
ら
の
依

頼
に
よ
り
、
病
院
見
学
や
歯

科
医
師
体
験
実
習
を
受
入
れ

て
い
る
。

　
本
年
度
は
ま
ず
、
鹿
児
島

県
立
甲
南
高
等
学
校
か
ら
二

年
生
六
人
が
、
修
学
旅
行
に

お
け
る
職
場
体
験
実
習
の
た

め
六
月
十
五
日
に
来
院
し

た
。
こ
れ
は
同
校
の
卒
業
生

で
あ
る
小
児
歯
科
の
楊
秀
慶

講
師
（
八
十
一
回
卒
）
が
在

職
し
て
い
る
こ
と
か
ら
依
頼

が
あ
り
実
現
し
た
も
の
。

　
当
日
は
生
命
歯
学
部
の
本

館
校
舎
に
お
い
て
、
第
四
学

年
の
小
児
歯
科
学
講
義
を
楊

先
生
が
担
当
し
て
い
た
た

め
、
在
校
生
に
混
じ
り
授
業

を
聴
講
。
そ
の
後
、
臨
床
実

習
室
で
ス
キ
ル
ラ
ボ
運
営
部

会
の
宮
下
渉
講
師
の
指
導
に

よ
り
、
ヒ
ト
型
患
者
ロ
ボ
ッ

ト
・
シ
ム
ロ
イ
ド
を
用
い
た

実
習
を
行
っ
た
。
生
徒
た
ち

は
人
間
そ
っ
く
り
の
シ
ム
ロ

イ
ド
に
驚
き
な
が
ら
も
、
歯

面
清
掃
実
習
に
取
り
組
ん
だ
。

　
そ
の
後
の
病
院
見
学
で
は

診
療
室
の
見
学
の
ほ
か
、
放

射
線
検
査
室
に
お
い
て
岩
田

洋
講
師
に
よ
る
歯
科
用
Ｃ
Ｔ

の
説
明
を
受
け
、
鮮
明
な
画

像
に
目
を
輝
か
せ
た
。

　
八
月
四
日
に
は
昨
年
に
引

き
続
き
東
京
都
市
大
学
付
属

中
学
校
三
年
生
七
人
が
、

キ
ャ
リ
ア
ス
タ
デ
ィ
ー
企
業

研
修
で
来
院
。
当
日
は
鈴
木

病
院
事
務
部
長
の
案
内
で
、

生
命
歯
学
部
図
書
館
の
見
学

に
始
ま
り
、
総
合
診
療
科
の

北
村
和
夫
教
授
の
講
義
、
病

院
見
学
、
ス
キ
ル
ラ
ボ
運
営

部
会
員
に
よ
る
シ
ム
ロ
イ
ド

を
使
っ
た
コ
ン
ポ
ジ
ッ
ト
レ

ジ
ン
（
Ｃ
Ｒ
）
修
復
や
石
膏

模
型
作
製
な
ど
盛
り
沢
山
の

メ
ニ
ュ
ー
を
こ
な
し
た
。

　
十
月
十
二
日
に
は
広
島
県

立
呉
宮
原
高
等
学
校
か
ら
二

年
生
十
一
人
が
、
修
学
旅
行

に
お
け
る
進
路
探
求
の
一
環

と
し
て
来
訪
。
滞
在
時
間
が

短
く
限
ら
れ
た
時
間
で
あ
っ

た
が
、
大
学
案
内
の
ビ
デ
オ

を
用
い
て
安
藤
文
人
准
教
授

が
、
本
学
の
教
育
シ
ス
テ
ム

を
紹
介
後
、
本
学
五
年
生
が

臨
床
実
習
に
臨
ん
で
い
る
総

合
診
療
科
を
大
澤
銀
子
准
教

授
が
案
内
し
た
。

　
ま
た
、
ス
キ
ル
ラ
ボ
室
で

は
シ
ム
ロ
イ
ド
を
見
学
。
同

室
の
シ
ム
ロ
イ
ド
は
老
齢
者

モ
デ
ル
を
設
置
し
て
お
り
、

ま
さ
に
ヒ
ト
と
見
間
違
う
姿

に
、
最
先
端
の
医
療
技
術
に

感
動
し
た
と
感
想
が
述
べ
ら

れ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
附
属
病
院

で
は
生
命
歯
学
部
と
連
携
を

取
り
つ
つ
、
歯
科
体
験
に
よ

り
歯
科
医
療
の
現
状
や
本
学

の
歯
科
医
学
教
育
を
紹
介
し

て
い
る
。
将
来
歯
科
医
師
に

な
り
た
い
、
と
思
う
生
徒
が

増
え
る
こ
と
を
願
っ
て
い

る
。（
附
属
病
院
事
務
部
長

鈴
木
洋
一
）

　
日
本
歯
科
大
学
新
聞
第

二
号
は
、
昭
和
二
十
三
年

（
一
九
四
八
）
六
月
十
五
日

に
発
行
さ
れ
た
（
三
面
に
掲

載
）。
発
行
人
は
鈴
木
弘
二

先
生
（
三
十
九
回
卒
）
で
、

当
時
は
日
本
歯
科
医
学
専
門

学
校
の
三
年
生
だ
っ
た
。

　
同
年
四
月
に
発
行
さ
れ
た

「
日
本
歯
大
新
聞
」
創
刊
号

の
論
説
「
女
子
学
生
に
寄

す
」
に
応
え
る
か
た
ち
で
、

大
澤
迪
子
さ
ん
が
「
一
年
生

の
感
想
　
求
め
た
い
も
の
」

を
、
江
俣
嘉
世
子
さ
ん
が

「
随
筆
　
美
と
真
の
花
園
を

夢
見
る
」
を
寄
稿
し
た
。
平

成
二
十
五
年
に
逝
去
さ
れ
た

江
俣
嘉
世
子
先
生
は
三
十
九

回
卒
で
栃
木
県
で
開
業
さ
れ

て
い
た
。
大
澤
迪
子
先
生
は

四
十
一
回
卒
で
、
埼
玉
県
で

ご
健
在
で
あ
る
。

　
昭
和
二
十
二
年
春
の
第
一

回
歯
科
医
師
国
家
試
験
、
秋

の
第
二
回
国
試
に
続
い
て
、

二
十
三
年
の
春
に
は
第
三

回
国
試
が
実
施
さ
れ
た
。

六
十
八
年
前
の
本
紙
第
二
号

に
は
「
国
家
試
験
の
筆
答
試

験
問
題
」
や
「
解
答
要
領
」

が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
歯
科

補
綴
学
教
授
の
杉
崎
壽
先
生

の
「
実
地
試
験
の
成
績
を
見

て
」
と
と
も
に
、「
春
雷
」

と
題
し
た
コ
ラ
ム
で
は
、
次

の
よ
う
な
記
事
が
掲
載
さ
れ

て
い
る
。

　  

　
　*

　*
　*

「
春
雷
」

　
先
日
の
国
家
試
験
の
時
、

試
験
委
員
の
某
氏
が
受
験
者

の
診
断
時
の
消
毒
に
就
い

て
、
余
り
に
も
細
菌
学
的
常

識
に
乏
し
い
と
題
し
て
し
ゃ

べ
っ
た
と
か
、
し
ゃ
べ
ら
な

い
と
か
い
う
話
の
中
に
、
こ

ん
な
一
節
が
あ
る
。

　
患
者
に
接
し
た
後
の
手
指

の
消
毒
の
際
、
其
儘
手
指
を

消
毒
液
に
漬
け
た
人
が
多
い

が
、
此
で
は
口
腔
内
の
汚

物
や
血
液
膿
汁
等
で
、
忽
ち

消
毒
液
は
汚
れ
て
消
毒
力
を

失
っ
て
し
ま
う
。
先
ず
水
で

機
械
的
に
洗
っ
た
後
に
消
毒

液
に
漬
け
る
べ
き
だ
。

　
此
を
聞
い
て
私
は
私
の
細

菌
学
の
常
識
と
は
全
く
違
う

の
で
驚
い
た
。
ほ
ん
と
に
試

験
委
員
が
こ
ん
な
事
を
云
っ

た
と
し
た
な
ら
一
大
問
題
だ

し
、
又
誤
聞
に
し
て
も
こ
ん

な
方
法
が
正
し
い
と
し
て
伝

え
ら
れ
た
り
し
て
は
大
変

だ
。
私
は
真
偽
を
確
か
め
た

上
で
投
稿
す
る
つ
も
り
で
某

氏
を
訪
ね
た
が
、
折
悪
く
不

在
で
あ
っ
た
の
で
投
稿
を
延

期
す
る
つ
も
り
で
あ
っ
た

が
、
此
の
方
法
が
意
外
に
広

く
行
わ
れ
て
い
る
ら
し
い
の

で
敢
て
筆
を
執
っ
た
次
第
で

あ
る
。
私
は
此
の
問
題
が
、

単
に
先
輩
を
非
難
す
る
言
と

考
え
ら
れ
た
り
す
る
こ
と
は

迷
惑
だ
。
寧
ろ
某
氏
の
人
柄

を
仄
聞
し
敬
意
を
抱
い
て
さ

え
い
る
。
唯
科
学
人
と
し

て
、
科
学
的
に
此
の
問
題
を

取
り
上
げ
て
み
た
い
。

　
先
ず
術
後
の
消
毒
に
就
い

て
述
べ
よ
う
。
此
の
消
毒
法

が
誤
り
で
あ
る
事
は
細
菌
学

の
第
一
歩
を
実
験
さ
れ
た

方
は
よ
く
御
解
り
の
事
と
思

う
。
病
原
菌
の
付
着
し
た
手

指
を
水
道
で
洗
う
。
そ
の
結

果
コ
ッ
ク
或
い
は
手
洗
台
に

菌
を
散
布
す
る
。
次
に
其
れ

に
触
れ
る
人
々
…
…
考
え
て

み
て
も
怖
し
い
場
合
が
あ

る
。
術
後
は
直
に
消
毒
し
て

後
所
要
に
応
じ
て
水
洗
す
べ

き
だ
。 

（
以
下
略
）

　
新
潟
病
院
で
は
職
場
体
験

学
習
を
平
成
十
四
年
か
ら
始

め
、
新
潟
市
立
高
志
中
等
教

育
学
校
か
ら
の
職
場
体
験
学

習
は
、
今
回
で
七
回
目
と
な

る
。
七
月
十
九
・
二
十
日
の

二
日
間
の
体
験
学
習
に
つ
い

て
、
担
当
者
か
ら
の
内
容
説

明
が
あ
り
、
体
験
前
の
事
前

ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ
た
。
ア

ン
ケ
ー
ト
で
は
、
医
療
の
現

場
を
将
来
の
自
身
の
仕
事
と

考
え
て
い
る
生
徒
が
多
く
い

た
。
そ
の
後
、
本
学
の
新
潟

病
院
、
医
科
病
院
に
つ
い
て

ス
ラ
イ
ド
等
用
い
て
説
明
し

た
。
今
回
の
体
験
学
習
を
担

当
し
た
の
は
、
黒
木
大
雄
講

師
（
矯
正
歯
科
）、
長
谷
川

優
講
師
（
歯
科
矯
正
学
講

座
）、
三
瓶
素
子
講
師
（
小

児
歯
科
）。

　
二
日
間
の
職
場
体
験
で
は
、

普
段
体
験
で
き
な
い
病
院
の

バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
見
学
、
医
の

博
物
館
、
放
射
線
機
器
、
院

内
薬
局
、
顕
微
鏡
診
療
等
の

見
学
を
行
い
、
口
腔
外
科
医

と
の
職
業
面
談
、
実
際
の
器

具
機
材
を
用
い
た
体
験
（
救

急
蘇
生
法
、
診
療
室
で
の
人

工
歯
切
削
と
レ
ジ
ン
充
填
体

験
、
歯
科
技
工
科
で
の
義
歯

人
工
歯
配
列
、
光
重
合
レ
ジ

ン
操
作
等
）
を
行
っ
た
。

　
ま
た
、
最
終
日
に
は
院
長

面
談
の
時
間
を
設
け
、
山
口

晃
新
潟
病
院
長
と
、
体
験
学

習
を
通
し
て
の
質
問
や
感

想
、
医
療
人
と
し
て
備
え
る

べ
き
資
質
、
超
高
齢
化
社
会

の
日
本
に
お
い
て
、
こ
れ
か

ら
必
要
と
さ
れ
る
歯
科
医
師

像
な
ど
に
つ
い
て
自
由
な
質

疑
を
行
っ
た
。

　
今
後
の
進
路
選
択
の
一
助

に
な
る
と
と
も
に
、
歯
科
に

新潟病院でも職場体験
市内 高志中等教育学校の生徒が７回目

　
附
属
病
院
小
児
歯
科
の
松

崎
祐
樹
助
教
は
、
去
る
五
月

二
十
六
日
、
一
般
社
団
法
人

日
本
小
児
歯
科
学
会
の
平
成

二
十
七
年
度
小
児
歯
科
学
雑

誌
優
秀
論
文
賞
を
受

賞
し
た
。

　
受
賞
論
文
は
「
気

管
挿
管
が
原
因
と
考

え
ら
れ
た
上
顎
乳
前

歯
の
萌
出
不
全
の
一

例
」
で
、
二
〇
一
五

年
二
月
発
行
の
『
小

児
歯
科
学
雑
誌
』

五
十
三
巻
一
号
に
掲

載
さ
れ
た
。（
写
真
＝
中
央

は
表
彰
状
を
手
に
す
る
松
崎

助
教
、
右
は
内
川
喜
盛
小
児

歯
科
教
授
、
左
は
白
瀬
敏
臣

小
児
歯
科
准
教
授
）

▲

技
工
実
習
も
体
験

１
９
４
８
年
６
月 

本
紙
第
２
号

対
す
る
興
味
を
持
っ
て
も
ら

え
れ
ば
と
期
待
し
て
い
る
。

（
新
潟
生
命
歯
学
部
院
務
部

長 

白
藤
一
彦
）
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姉妹校交換学生第29回
　
日
本
歯
科
大
学
の
姉
妹
校

交
換
学
生
制
度
は
、
学
部

学
生
の
国
際
交
流
の
場
と

し
、
広
い
視
野
と
最
新
の
知

識
を
併
せ
持
っ
た
歯
科
医

療
人
の
育
成
を
目
的
と
し

て
、
一
九
八
六
年
（
昭
和

六
十
一
）
よ
り
行
わ
れ
て
い

る
本
学
独
自
の
教
育
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
あ
る
。

　
毎
年
三
月
に
ア
メ
リ
カ
・

ワ
シ
ン
ト
ン
州
シ
ア
ト
ル
の

ワ
シ
ン
ト
ン
大
学
歯
学
部

（
Ｕ
Ｗ
）
と
、
姉
妹
校
で
あ

る
カ
ナ
ダ
・
バ
ン
ク
ー
バ
ー

の
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
コ
ロ
ン

ビ
ア
大
学
歯
学
部
（
Ｕ
Ｂ

Ｃ
）
を
、
本
学
の
生
命
歯
学

部
と
新
潟
生
命
歯
学
部
か
ら

選
抜
さ
れ
た
五
学
年
六
名
の

Aliereza Sadr教授の案内でＵＷ施設見学

羽村章生命歯学部長、菊池憲一郎学生部長と

ＵＢＣでのウェルカムパーティ

東京・レインボーブリッジの夜景をバックに

新潟のＢ級グルメ・焼きそばパーティに舌づつみ

ＵＷのSadr教授のホームパーティに招かれる

新潟での定番、浴衣姿で民謡流しに

ＵＢＣのShuler歯学部長を訪問

中原市五郎先生像の前で記念撮影

ウィスラーの冬季五輪モニュメントで

派
遣
と

受
入
れ

総
計
四
〇
七
名
に

学
生
が
訪
問
し
て
い
る
。
そ

の
後
、
七
月
下
旬
に
Ｕ
Ｂ
Ｃ

か
ら
の
訪
問
学
生
を
東
京
、

新
潟
に
受
け
入
れ
、
相
互
に

研
修
と
親
睦
を
図
っ
て
い
る
。

　
今
年
の
本
学
一
行
は
、
三

月
五
日
に
両
学
部
の
五
年
生

各
三
名
と
同
行
教
員
一
名
の

合
計
七
名
が
、
不
安
と
期
待

を
胸
に
秘
め
て
、
ま
ず
ア
メ

リ
カ
・
ワ
シ
ン
ト
ン
を
目
指

し
た
。
到
着
し
た
シ
ア
ト

ル
・
タ
コ
マ
空
港
で
は
晴
天

に
恵
ま
れ
た
こ
と
で
、
緊
張

も
少
し
ず
つ
と
け
て
素
晴
ら

し
い
出
だ
し
と
な
っ
た
。

　
六
日
は
日
曜
日
で
あ
っ
た

た
め
幸
運
に
も
研
修
予
備
日

と
な
り
、
観
光
に
費
や
す
こ

と
が
で
き
た
。
学
生
た
ち
は

自
分
た
ち
で
計
画
を
し
、
自

主
独
立
の
精
神
に
則
っ
て
見

聞
を
広
げ
た
。
ま
た
、
明
日

に
控
え
た
Ｕ
Ｗ
訪
問
に
向
け

て
、
夜
遅
く
ま
で
英
語
で
の

質
問
内
容
を
確
認
し
あ
う
学

生
た
ち
を
見
て
い
る
と
、
心

強
く
感
じ
た
。

　
翌
七
日
は
Ｕ
Ｗ
歯
学
部

を
訪
問
し
、
午
前
中
は

R
estorative D

entistry

のA
cting A

ssociate 
Professor

で
あ
るA

lireza 
Sadr

教
授
の
案
内
で
研
究

室
、
学
生
実
習
室
、
院
内
歯

科
技
工
室
、
歯
科
病
院
診
療

室
を
見
学
し
た
。
昼
食
時
間

に
な
る
と
、Daniel Chan

教
授
が
日
本
に
ゆ
か
り
の
あ

る
学
生
た
ち
を
集
め
、
恒
例

の
ピ
ザ
ラ
ン
チ
と
な
っ
た
。

本
学
学
生
も
昨
晩
に
整
え
た

質
問
を
中
心
に
積
極
的
な
交

流
を
行
い
、
充
実
し
た
時

間
を
過
ご
し
た
。
夜
は

A
lireza Sadr

教
授
の
は
か

ら
い
で
、ホ
ー
ム
パ
ー
テ
ィ
ー

に
招
待
し
て
い
た
だ
い
た
。

Sadr

教
授
夫
妻
は
、
東
京

医
科
歯
科
大
学
大
学
院
医
歯

学
総
合
研
究
科
口
腔
機
能
再

構
築
顎
講
座
う
蝕
制
御
学
分

野
に
て
学
位
を
取
得
し
た
こ

と
か
ら
も
、
若
干
の
日
本
語

を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
、

か
つ
世
界
中
様
々
な
場
所
の

歯
科
事
情
を
熟
知
し
て
い
る

た
め
、
学
生
た
ち
は
自
分
た

ち
の
将
来
に
つ
い
て
様
々
な

質
問
を
投
げ
か
け
、
そ
の
議

論
は
夜
中
ま
で
続
く

白
熱
し
た
も
の
で

あ
っ
た
。

　
次
の
日
は
早
い
も

の
で
、
い
よ
い
よ
バ

ン
ク
ー
バ
ー
へ
の
移

動
と
な
っ
た
。
夜
遅

く
の
到
着
に
も
関
わ

ら
ず
、
空
港
出
口
で
は
、
Ｕ

Ｂ
Ｃ
国
際
交
流
責
任
者
の

Ravindra Shah

先
生
と
受

け
入
れ
学
生
た
ち
の
熱
い
出
迎

え
を
受
け
、
そ
の
晩
は
学
生

宅
で
の
歓
迎
会
と
な
っ
た
。

バ
ン
ク
ー
バ
ー
滞
在
中
は
す

べ
て
の
訪
問
者
に
対
し
て
担

当
バ
デ
ィ
が
割
り
当
て
ら
れ
、

全
員
そ
れ
ぞ
れ
の
住
ま
い
に

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
。
滞
在
先
で
は
Ｕ
Ｂ

Ｃ
学
生
と
そ
の
ご
家
族
か
ら
、

家
族
同
様
の
素
晴
ら
し
い
お

も
て
な
し
を
い
た
だ
き
、
と

て
も
お
世
話
に
な
っ
た
。

　
翌
日
か
ら
は
病
院
で
の
講

義
や
臨
床
実
習
、
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
に
参
加
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
。研
修
の
合
間
に
は
、

Ｕ
Ｂ
Ｃ
キ
ャ
ン
パ
ス
の
見
学

や
、
バ
ン
ク
ー
バ
ー
市
内
観

光
、
ウ
ィ
ス
ラ
ー
で
の
ス

キ
ー
な
ど
カ
ナ
ダ
を
満
喫
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
十
八
日

の
早
朝
、
Ｕ
Ｂ
Ｃ
学
生
た
ち

の
見
送
り
を
う
け
、
約
二
週

間
に
及
ん
だ
交
換
留
学
は
ト

ラ
ブ
ル
な
く
帰
国
を
迎
え
た
。

　
帰
国
後
、
四
カ
月
が
経
過

し
た
七
月
二
十
五
日
、
今
度

は
我
々
、
日
本
歯
科
大
学
が

迎
え
る
時
が
来
た
。
Ｕ
Ｂ
Ｃ

メ
ン
バ
ー
は
希
望
を
胸
に
、

全
員
仲
良
く
同
じ
飛
行
機
で

成
田
に
来
日
し
、
ま
ず
は
東

京
で
の
一
週
間
の
研
修
を
受

講
し
て
、
新
潟
に
移
動
後
、

さ
ら
に
約
一
週
間
の
研
修
を

行
っ
た
。

　
東
京
・
新
潟
と
も
に
学
部

内
の
施
設
や
研
究
室
、
附
属

病
院
の
各
科
を
つ
ぶ
さ
に
見

て
回
り
、
カ
ナ
ダ
と
の
違
い

に
驚
い
た
様
子
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド

観
光
や
秋
葉
原
、
新
潟
祭
り

な
ど
の
様
々
な
日
本
文
化
に

ふ
れ
あ
い
、
多
く
の
経
験
を

積
ん
で
い
た
。

　
両
校
の
学
生
が
互
い
に
過

ご
し
た
時
間
を
合
計
す
る

と
、
約
一
カ
月
と
な
っ
て

い
た
。
最
初
は
緊
張
気
味
で

あ
っ
た
学
生
た
ち
も
、
互
い

の
こ
と
を
理
解
す
る
の
に
十

分
な
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が

で
き
、
本
当
の
意
味
で
の
国

際
交
流
が
な
さ
れ
て
い
た
と

感
じ
て
い
る
。
今
回
の
交
換

留
学
で
、
学
生
た
ち
は
見
聞

を
広
げ
た
の
み
で
は
な
く
、

生
涯
に
わ
た
る
素
敵
な
出
会

い
を
経
験
し
た
こ
と
で
、
国

際
色
豊
か
な
感
性
と
柔
軟
な

思
考
を
併
せ
持
っ
た
歯
科
医

師
と
し
て
、
将
来
の
歯
科
界

を
支
え
る
こ
と
の
で
き
る
人

材
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
最
後
に
、
姉
妹
校
交
換
プ

ロ
グ
ラ
ム
実
施
に
ご
尽
力
い

た
だ
き
ま
し
た
関
係
各
位

に
、
心
よ
り
御
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。

（
同
行
教
員
　
新
谷
明
一
）

　
二
〇
一
六
年
度
姉
妹
校
交

換
学
生
は
次
の
通
り
。

（
日
本
歯
科
大
学
）

生
命
歯
学
部
　
高
橋
　
　
賢

　
　
　
　
　
　
原
　
　
新
子

　
　
　
　
　
　
横
内
　
里
帆

新
潟
生
命
歯
学
部

　
　
　
　
　
　
川
木
戸
英
理

　
　
　
　
　
　
多
田
　
早
織

　
　
　
　
　
　
吉
竹
　
高
志

（
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
コ
ロ

ン
ビ
ア
大
学
）

M
s. A

nne Fang
M

r. A
nuj Bahri

M
r. Dylan Olver

M
r. Janson Lee

M
r. Jordan Cheng

M
r. Spencer Lin

M
r. Varun Saran

（
同
行
教
員
）

新
谷
明
一
（
生
命
歯
学
部
歯

科
補
綴
学
第
二
講
座
准
教
授
）

交
換
学
生

▼

日
本
で
は
体
験
で
き
な
い
ア
マ
ル
ガ
ム
実
習


